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1罒糸樹
上からみる

to○※<聞言じめ
た！！
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-_-の区
間の波は人を通過して
いる

（ V t - U t . cm分）

七秒間で人が聞いた波の個数は
1個数）=Vtjutg
1秒で聞いた個数がf'

f ' = （個数_）= firemen
= 洼ぃ（ロ）

（I） のXを代入して

f ' = VTUT = が、，型（ハ）

3-2.2ドップラー効果A標準問題 2 / 10



1回続き
* 観測者がうごく際は見かけの音速」の考え方も重要

か音が
→ 齶𨷻

H
波の式 で f i tより
V - u = f ' x '
f'=TKU と か け る .
s e l l ' （ 口 ）
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12回 反射板
↳ 壁を観測者に見たな

↳壁は聞いた音をだす音源となる.

（l） ；！が南進し
直接音f、
ひoもひsも遠ざかっている。⇒どちらも

f . = s e f o = i n
（2）まずは壁が開く音56を求める

音源が近づく
↳ f E- f l a t。

→ 次に壁がf。'をだす音源になる.

TY※< 音 週
音源は静止、観測者が遠ざかる.
た = Vi ren f。'絮、い
た = V i n c e . v i a fo=レ，型，
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（3） うなりは振動数の差

f=If、一H

'国続
#

回には近
づく要素があるので

8 2 7 8 1なので

f = f 2 - f ，
= Yirnef。_ Videof。
=（V-U)fo(via-via）
=（v_v)to｛（パー
= vYEJ~e.TLひf。

=.で

$

旉越i

や0と近似
も Yes.2ひfo 二 、，_
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12

#

風→音速 Vが変化する .

ii.が

#

鋻

音速がVtwd，なる。

波の式 ひこ扖より
V t w =杁
が無い。

ドップラー効果の式より

f'=（やん）も！た！
f。

ひ。=ひsoなら、
f'ニハ（上3）
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1 凹 くーw（ 1 7
- ） ひや※じいいe獻

醤！！直接音

（1） 音速がVtwに変化し、音源が遠ざかっている
f，=ーーー蟶、 ※C）は音速で

見やすくするために
つけてるだけで不要

（2） まずは壁が開く音fo'をだす。
音速がV-Wに変化し、音源が近づいている.
f。'=，がい、f。

次に壁がfo'をだす音源となる.
← w（風）

謎がい
が！
とEE翦匕E溪.音源も
観測者も
動かない
f i Ye tだ
=f。'= i t

3-2.2ドップラー効果A標準問題 7 / 10



国 や
だが河進まずは壁が
聞く音fo'をだす。
観測者が Uで近づく
f。'=nervierf。

次に壁がf。'をだす音源となる

が闇.ie
音源がUで近づき、雀見測者がひで遠ざかる。

投射音= -ひだだ
=fife.Uveitis f。

d tm iee
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Itイ）壁に入射する波を考える.

に 北，機」
！灥.....；
璿：藇.it鍫iii
t

'関

長さまなん.璺
鼠

よて

%

'=幽どーも⇒が=がどこの
ように式が導ける
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1補足
2Day

問題文前半でドップラー効果で式をだしたとあるので
やってみる

の入射波の波長は 入のまま ⇒ に 日
⇒たto壁による反射波のfをだ

してみる、
まずは壁を観測者とする

拈Vince f。←壁が聞く音（観測者が遠ざかる）
次に壁がfo'をだす音源とみなす.

f ' i n f o f←壁が出す音（音源が遠ざかる）

=www.VW_fo = Vow f。
これと
✓=fオより
V=ドれ

た非謎。=が'VE
よって （ V t w ) V

※ T t _
このようにドップラー効果で式が導ける。
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